
(日)

12 -1st- 33
17 -2nd- 16
14 -3rd- 16
25 -4th- 17

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A

4 ＊ 17 3 3 2 1 4 4 4 ＊ 8 0 2 4 1 5 5

5 ＊ 2 0 1 0 3 4 3 5 0 0 0 0 2 1 1

6 0 0 0 0 0 1 0 6 ＊ 16 2 5 0 1 3 9

7 ＊ 15 1 5 2 0 3 1 7 ＊ 15 0 7 1 1 6 0

8 ＊ 16 1 4 5 3 7 2 8 5 0 2 1 2 6 4

9 2 0 1 0 3 0 3 9 0 0 0 0 0 0 0

10 10 0 4 2 0 7 0 10 ＊ 16 0 7 2 3 10 1

11 - - - - - - - 11 - - - - - - -

12 ＊ 6 0 2 2 1 5 0 12 ＊ 16 0 7 2 3 3 1

13 - - - - - - - 13 6 0 3 0 1 4 0

14 - - - - - - - 14 0 0 0 0 0 1 1

15 - - - - - - - 15 0 0 0 0 0 0 0

0 0

68 5 20 13 11 31 13 82 2 33 10 14 39 22

OT1 OT2 OT1 OT2

01:29 － 34:42 37:57 － － － 14:22 － － － － － －

3Q・4Q

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファウル　　R：リバウンド　　A：アシスト

  ２回戦、東京対大阪。東京ハーフコートマンツーマン、大阪オールコートマンツーマンでスタート。開始直後から大阪＃１０＃６＃４
がリズム良くシュートを決める。東京は激しいディフェンスにミスが続き、得点が挙げられない時間が続いた。その後東京はディフェン
スをゾーンに変え、＃１２のジャンプシュートと＃１０のゴール下シュートで得点するも大阪が＃４＃１２＃７などバランスよくシュートを
決め、試合の主導権を相手に譲らないまま１２－３３で１Ｑ終了。２Ｑは双方ゾーンディフェンスでスタートする。東京は＃７のドライブ、
＃１０のインサイドで加点、大阪は相手ゾーンに攻撃の勢いがいったんは止まるも、カウント後のオールコート２－２－１ディフェンスか
ら相手のミスを誘い加点、１７－１６の互角の戦いとなるが１Ｑの点差は縮まらず２９－４９で２Ｑ終了。
　後半に入り、両チームともマンツーマンでスタートするが、お互いにディフェンスを変化させながらの攻防が続く。随所に東京の早い
攻撃から＃５のゴール下、＃４の３Ｐなどの連続で得点し、１５点差に縮めるが大阪は＃１０＃１２が要所で得点を決め、３Ｑは４３－６５
で終了する。最終ピリオド、東京は激しいディフェンスから早い攻撃を仕掛ける。一方、大阪は＃６＃１２のシュートで点の取り合いに
なる。終盤東京の＃４が３Ｐを連続で決めるが、時遅く大阪は終始リズムを崩すことなく６８－８２で勝利した。東京は１Ｑ出だしが悔や
まれるゲームとなった。

記載責任者 戸谷　修美 （所属） 岐阜県バスケットボール協会

TOTAL TOTAL

Timeout

（経過時間）

1Q・2Q 3Q・4Q Timeout

（経過時間）

1Q・2Q

Coach 高木　優子 Coach 浅貝　修二

曽根川　幸 西岡　里紗

月岡　英梨 今仲　杏奈

妹尾　亜衣美 本田　陽菜乃

水野　菜穂 三木　アコスヤ

王　昕 小池　遥

蛭田　明香里 加藤　宇希波

高橋　美帆 石井　杏奈

久岡　真歩子 矢田　愛

TEAM A 東京 TEAM B

長谷川　恵 ヴィヨー　郁里

平松　飛鳥 田中　真琴

大竹　沙樹 青木　宥佳

大阪

選手名 選手名

奥田　花(C) 両見　春奈(C)

○ Team B

68 82

Team A ●

東京 大阪

2012年9月30日 主審：

開始時間： 11:55 副審：

少年女子準々決勝

小島　慶子

相原　伸康

開催場所： 県立飛騨高山高等学校岡本校舎体育館

東日本大震災復興支援

第６７回国民体育大会　バスケットボール競技

MATCH No. 30E2

試合区分：

開催期日：
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東京 大阪 
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